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条例等審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和４年１２月１３日（火） 

午前１０時００分  開 会 

午前１１時３５分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  小比類巻 孝幸   副委員長  遠 藤 泰 子 

委  員  下 山 光 義   委  員  佐々木 卓 也 

委  員  澤 口 正 義   委  員  小比類巻 雅彦 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  堀   光 雄 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．説 明 員   総務部長 ほか 

 

６．事務局職員   次  長  中野渡 孝 英   主  事  星   佳奈美 

 

７．案  件   議案第６２号から議案第８０号までの計１９件 

 

８．会議概要 

 

小比類巻委員長： 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、条例等審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る１２月９日の本会議において、議案第６２号から議案第８０号まで

の計１９件が付託されています。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第６２号地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定についてを議題といたします。 

当局の説明を願います。 
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総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６２号地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整理に関する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、地方公務員法の改正に伴う所要の整理を行うため、提案するものでありま

す。 

 議案書の２ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、三沢市職員定数条例等の一部改正であり、地方公務員法の改正による定年前

再任用制度の導入に伴い、引用条項を改めるものであります。 

 第２条は、地方公務員法の改正による定年前再任用制度の導入に伴い、現行の再任用職

員制度を廃止するため、職員の再任用に関する条例を廃止するものであります。 

 附則につきましては、施行日を令和５年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６２号地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６３号三沢市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６３号三沢市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例の

制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、国家公務員法の改正に準じ、職員の定年を段階的に引き上げるとともに、

地方公務員法の改正に伴い、管理監督職、勤務上限年齢制及び定年前再任用短時間勤務職

員の任用に関し、必要な事項を定める等のため提案するものであります。 

 議案書は４ページから２５ページまでとなります。 

 主な改正概要を御説明申し上げます。 

 ４ページの第１条は、三沢市職員の定年等に関する条例の一部改正であり、職員の定年

年齢を６０歳から６５歳に段階的に引き上げるほか、管理監督職、勤務上限年齢制の対象

範囲、年齢及び遵守すべき事項並びに定年前再任用短時間勤務職員の任用について、規定

するものであります。 
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 次に、９ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条は、職員の給与に関する条例の一部改正でございます。 

 原則、職員が６０歳に到達した日後の最初の４月１日以後の給料月額は、同日に適用さ

れる給料表の職務の級及び号級に応じた額の７割とするとともに、定年前再任用短時間勤

務職員の給料月額及び諸手当について規定するものであります。 

 次に、１３ページを御覧いただきたいと思います。 

 第３条は、三沢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正であり、定年前再任

用短時間勤務職員の勤務時間について規定するものであります。 

 次に、１４ページを御覧いただきたいと思います。 

 第４条は、三沢市職員の育児休業等に関する条例の一部改正であります。 

 育児短時間勤務職員の給与条例の特例について、定年前再任用短時間勤務職員を現行の

再任用短時間勤務職員と同様の扱いとするとともに、附則第３項において、育児短時間勤

務をしている職員が６０歳に達した場合の給料月額に係る読替えについて規定するもので

あります。 

 次に第５条は、三沢市職員の分限に関する条例の一部改正であり、定年の引き上げに伴

う給料月額の特例措置等について規定するものであります。 

 次に第６条は、公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正であり、公益的

法人等へ派遣することができない職員に、特例で異動期間を延長された管理、監督職を追

加するものであります。 

 次に、１６ページを御覧いただきたいと思います。 

 第７条は、職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正であり、減給処分の発令

の日に受ける給料の月額を基礎として計算した減給の額が、現に受ける給料の１０分の１

に相当する額を超えるときは、現に受ける給料の１０分の１に相当する額を減ずることに

ついて規定するものであります。 

 第８条及び１７ページの第９条は、それぞれ上下水道事業職員の給与の種類及び基準に

関する条例及び三沢市立三沢病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

であり、いずれも地方公務員法の改正による再任用制度の変更に伴い、所要の整理をする

ものであり、概要につきましては、三沢市職員と同様の改正となりますので説明を省略さ

せていただきます。 

 次に、１８ページの附則第１項は、施行期日を規定するものであり、附則第２項の規定

は、公布の日からとし、その他については令和５年４月１日とするものであります。 

 次に、附則第２項以降につきましては、運用規定等でありますので説明は省略させてい

ただきます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

 下山委員。 

下山委員：おはようございます。 

 早速ではありますが、議案第６３号について質問をさせていただきます。 

 先ほど総務部長から提案理由及び改正概要を説明いただき、職員の定年年齢を満６０歳
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から６５歳に段階的に引き上げることなど、私なりには理解をしたつもりではあります。 

しかしながら、言わばこの条例は条例改正の核心部分であろうかと思いますので、定年

年齢の段階的な引上げのスケジュール、これがどのようになっているのか詳しく教えてい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

小比類巻委員長：総務部長。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 まず、今回の改正ですけれども、全国的に少子高齢化が進みまして生産年齢の人口が減

少している中、複雑高度化する行政課題へ的確に対応するために、定年年齢を引き上げる

というようなものでございます。その際、６０歳以降の職員になるのですけれども、高齢

期の能力や意欲、それから知識・技術をそれぞれ若い世代へ継承していくというようなも

のでございます。 

 ただいま御質問のございました定年年齢の段階的な引上げにつきましては、この条例が

施行されます令和５年４月以降、つまり令和５年度から職員の定年年齢を現行の６０歳か

ら２年に１歳ずつ段階的に引上げをするというふうなものでございます。完了年度は令和

１３年度となりまして、原則２年に一度、定年退職者がいない年度が発生するというよう

な状況でございます。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：下山委員。 

下山委員：御答弁ありがとうございました。 

ただいま説明いただきましたように、定年年齢の引上げによって能力と意欲のある６０

歳以降の職員、いわゆる高齢期職員になると思いますが、人口減少のある中で、これらの

職員を最大限有効に活用し、次の世代へ知識・技術あるいは経験等を継承するということ

は、非常に有効なことであると私は思います。また、定年年齢の段階的な引上げのスケ

ジュールは、令和５年度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げ、１０年間をかけ６５歳に

引き上げるということは理解をいたしました。そこで定年延長の具体的なスケジュールの

説明がありましたが、その中で、原則的に２年に１回定年退職者がいない年度があるとい

うふうな話でありました。ということは、その年度は新採用といいますか、職員の採用が

できないということであると理解してよろしいのか、この点についてお伺いをします。よ

ろしくお願いします。 

小比類巻委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 下山委員から御指摘のありましたように、２年に一度しか退職者が基本的に出ないとい

うふうなことが生ずることとなります。これを何とか避けたいというふうな思いもありま

して、職員の採用、当然若者の定住、それから雇用の創出の場というようなことで、それ

と組織の活性化も当然図られるものというふうに理解しておりますので、何とか採用を隔

年のゼロというのをなくすように、県のほうに、今、定員管理計画というものを策定して

おりまして、それに基づいて職員の配置あるいは人員配置をしているのですけれども、そ

れを県のほうの御指導いただきながら、定員管理計画をまず見直しができるものなのかも

含めて、それから、今お話があった再任用制度も運用を少し見直しながら、可能な限り平
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準化して、毎年採用が取れるように何とか検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：下山委員。 

下山委員：大変詳しい説明ありがとうございました。 

 この条例を適正に運用していただきますよう、よろしくお願いいたします。ありがとう

ございました。 

小比類巻委員長：そのほかございませんか。 

 遠藤副委員長。 

遠藤副委員長：ただいま定年の延長、それから再任用についてのいろいろなお話を聞かせ

ていただきました。給料面についても７割程度ということでお話がありました。ほかに待

遇面とか、それから職責についてはどのように考えているのか、お伺いしたいと思いま

す。 

小比類巻委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 まず先ほど部長のほうから説明があったように、定年延長される職員につきましては、

７割の水準というようなことになります。待遇面というようなことでいきますと、全く職

員と同様に期末勤勉手当あるいは通勤手当、扶養手当、時間外手当等はそのままつくこと

になりますので、何ら定年延長になっても減るということはございませんので、給料の３

割が減るということになりますけれども、それ以外は全く同様でございます。 

 あと職責等につきましては、先ほど申し上げましたように、長年培った経験ですとか能

力を有効に発揮できるように、体力面とかそれから衛生面もあると思いますので、それら

を考慮しまして、適切な配置に心がけたいというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：遠藤副委員長。 

遠藤副委員長：すみません、ちょっと自分が言葉不足だったのですけれども、再任用との

違いというか、その辺は内容的には同じなのでしょうか。 

小比類巻委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：今現在いらっしゃる再任用の方はそのまま６５歳まで再任用

として、今は暫定再任用というふうに名前は変わるのですけれども、再任用としてそのま

ま移行になります。その方々と現在定年延長がかかった方は、全くといいましょうか、給

料面もそうなのですけれども、手当、期末勤勉手当についても再任用の方々は正職員より

も低い形、例えば期末手当が、正職員は年間２.４月、再任用は１.３５月というふうに、

再任用の方々はやはり若干減る形になります。あと扶養手当ですとか住居手当、寒冷地手

当等についても再任用の方はつかない形になりますので、再任用と定年延長を比べた場合

に、やはり差が出てくるというふうに思っております。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：遠藤副委員長。 

遠藤副委員長：なんでこんなことを聞くのかといいますと、やはり今までの経験を生かせ
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るようにやっていくということではありますけれども、実際に今の状況での再任用の状況

を見たときに、そういう生かせるものになっているのかどうかとなったときに、やはり退

職者の中にはとてもやる気を継続して退職された方もいらっしゃいます。また、一部かと

思いますけれども、中には年金をもらうまでのつなぎという形で、かなり意欲が低下した

まま再任用されている方もいらっしゃるかと思います。なので、やる気を継続された方を

もっともっと生かすためにも、やっぱり職責という面とか配置というところがすごく重要

になってくるかと思いますので、この質問をさせていただきました。今後も考えていただ

けるということなので安心しました。ありがとうございます。 

小比類巻委員長：そのほかございますか。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６３号三沢市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例の制定

については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６４号三沢市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６４号三沢市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、青森県の特別職の職員の勤務手当の支給割合の改定に準じ、特別職の職員

の期末手当の支給割合を改めるため提案するものであります。 

 議案書の２８ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、市長、副市長及び教育長の令和４年１２月に支給される期末手当の支給割合

を１００分の１５７.５から１００分の１６７.５に引き上げるものであります。 

 第２条は、令和５年６月及び１２月に支給される期末手当の支給割合について､令和４

年６月及び１２月の支給割合合計を平準化し、１００分の１６２.５にするものでありま

す。 

 なお、三沢市特別職の職員の給料等に関する条例の改正に伴い、市議会議員の期末手当

についても同様の支給割合となるものでございます。 

 附則第１項は、施行日を第１条は公布の日とし、第２条については令和５年４月１日と

するものであります。 
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 附則第２項は、第１条の規定による改正後の条例の適用については、令和４年１２月１

日からとするものであります。 

 附則第３項は、運用規定ですので説明を省略させていただきます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６４号三沢市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例

の制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６５号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６５号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て御説明申し上げます。 

 この議案は、青森県人事委員会の給与等に関する勧告に基づく県の職員の給与改定に準

じ、職員の給料月額等を改めるため提案するものであります。 

 議案書の３０ページを御覧いただきたいと思います。 

 初めに、第１条について御説明申し上げます。 

 第１８条の改正は、１２月に支給される勤勉手当の支給割合の上限について、一般職は

１００分の９０から１００分の１００に、再任用職員は１００分の４２.５から１００分

の４７.５にそれぞれ引き上げるものであります。 

 別表第１から５３ページの別表第３までの改正につきましては、給料表の改正であり、

青森県人事委員会勧告の給料表に基づき、初任給から若年層までの職員が在職する号級に

ついて、給料月額を引き上げるものであります。 

 次に、５３ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条について御説明いたします。 

 第１８条の改正は、令和５年６月及び１２月に支給される勤勉手当の支給割合の上限に

ついて、令和４年６月及び１２月の勤勉手当の支給割合の上限を平準化し、一般職につい

ては１００分の９５に、再任用職員については１００分の４５に改めるものであります。 

 附則第１項は、施行日を第１条は公布の日とし、第２条は令和５年４月１日とするもの

であります。 
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 附則第２項は、第１条の規定による改正後の条例の適用については、令和５年４月１日

からとするものであります。 

 次に、５４ページの附則第３項から第５項までにつきましては、運用規定でありますの

で説明を省略させていただきます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６５号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６５号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６６号三沢市屋内ゲートボール場条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６６号三沢市屋内ゲートボール場条例の一部を改正する条例の制定

について御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市屋内ゲートボール場について、小学校及び中学校の児童生徒の土曜

日の使用料を無料にするとともに、所要の改正を行うため提案するものであります。 

 議案書の５６ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１４条の改正は、字句を改めるものであります。 

 新たに加える第９条は、三沢市屋内ゲートボール場の使用者は使用料金を指定管理者に

納入するものとし、納入された使用料金は指定管理者の収入とする旨を規定するものであ

ります。 

 別表第２項の表の備考の改正は、新たに小学校及び中学校の児童生徒の土曜日の使用料

について規定するものであります。 

 附則につきましては、施行日を公布の日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

 堤委員。 

堤委員：まずはゲートボール場の現在というか、一番新しいところの稼働状況、相対的な

数字、それから、その中にあって種目別というのか競技別というのか、それの細かいのは

いいのですけれども、上位３位ぐらいまでの競技団体というか種目というか、それらの使
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用状況についてお尋ねします。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課課長補佐。 

小比類巻市民スポーツ課課長補佐：ただいまの御質問にお答えします。 

 直近３年間の年間の利用状況をお伝えしたいと思います。 

 令和元年度が１万５８７人、令和２年度が１万１,８００人、令和３年度が７,１６３人

となっております。また、利用率といたしましては、令和元年度の開館日数が３４８日、

利用日数が３２１日で９２.２％、令和２年度、開館日数が３２１日、利用日数が３０５

日で９５％、令和３年度、開館日数が２５５日で利用日数が２３８日で９３.３％となっ

ております。 

 また、主に利用される競技としましては、ゲートボールやグランドゴルフのほかフット

サルそれから野球、ソフトボール、ホッケーなどとなっております。主に利用されている

競技はフットサルが一番多く、令和３年度の実績では利用率が全体の中の３３.４％が

フットサルでございます。それから野球、ソフトボールが次に続きまして２６.４％、そ

れからゲートボール、こちらのほうが１９.２％となっております。 

以上です。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：使用状況として、午前中、午後、夜という３段階くらいに分けているかと思いま

すけれども、それでよろしいでしょうか、というところが一つ。一番利用率が高い時間帯

として、一日を３段階に分けたらどのぐらいの状況になっているのかお知らせ願います。 

小比類巻市民スポーツ課課長補佐：ただいまの御質問にお答えします。 

 利用状況としましては、やはり夜間、こちらが一般の方、ふだん働いている、日中お仕

事をされている方が夜間利用されるのが多いです。 

 したがいまして、午前中とかあとは日中、午後というのは、比較的利用の状況というの

は夜間に比べればやはり薄いということになります。団体競技が主に利用されますので、

フットサルのチームだとかあるいは野球、そういった方々が練習に使っております。 

以上です。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：夜間が、６時以降というかが多いという状況ですよね。その利用者の年齢別とい

いますか、大人と子供分けると子供のほうが多いのかどうか。もし多いとしたら、あそこ

まで往復する状況になると思うのだけれども、それは父兄が必ず乗せていかなければいけ

ないところですよね。そういったところをちょっと不便に思うのだけれども、年齢別の利

用者数の大人と子供に分けた場合は、どのぐらいの比率で現在あるのかお知らせ願いた

い。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課課長補佐。 

小比類巻市民スポーツ課課長補佐：ただいまの御質問にお答えします。 

 確かに遠い場所に、市街地から離れている場所にありますので、車での移動というのが

主になってくるかと思います。 

 したがいまして、利用される方の層というのは、どうしても社会人の方が夜間、例えば

フットサルだとかそういったチームで利用される方が多いです。少年野球とかも若干は利
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用されているのですが、そこはやっぱり場所が遠いということがありまして、やっぱり御

不便をおかけしていることではあるかと思います。 

以上です。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：このゲートボール場ができたときには、多分、市の管理になっていたと思います

けれども、この指定管理者になった理由というか、それについて改めて指定管理者に移行

したというその理由をお聞かせください。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課課長補佐。 

小比類巻市民スポーツ課課長補佐：こちらの施設、平成２７年に市民の森から市民スポー

ツ課のほうで引き受けまして、市民スポーツ課のほうとしましては、市の管理施設全て指

定管理で管理しておりますので、当然といいますか、指定管理で管理したほうが効率的と

いう判断でございます。 

以上です。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：簡単にいえば、指定管理者に移行したという理由というのは、予算的に安いとい

うか、低く管理してもらえるというふうなことが大きな理由だと思っていましたけれど

も、現実に運営してみると、市で管理していたときよりも指定管理者に移行した途端に使

いづらくなったとか、あまり四角四面な対応でやりづらいとか、そういうふうな面があっ

てはならないと思うのですけれども、現状はこの指定管理者に移行して、利用者側からど

のようなお話というか、声を捉えていますか。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課課長補佐。 

小比類巻市民スポーツ課課長補佐：利用者の方からは、特に苦情といいますか、御要望が

あった際にはこちらのほうで指定管理者とお話をして、その都度対応はさせていただいて

おります。特に今のところ特別施設として不便だとかいうようなお話というのはいただい

ておりません。 

以上です。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：今の指定管理者の状況は、公の施設でありながら管理が民間みたいな形なもの

で、管理すればいいというふうな理解でやられていると見ていますけれども、本来的にい

うと、あそこに管理している人は常時いるわけですよね。そうすると、その種目によって

幾らかでもノウハウがある人、何も分からない人が定年後の仕事としてだけ勤めようと

思っているような節がある人は、そのスポーツが全然分からない人がいるよりも、幾らか

でもこのスポーツを理解している人がいると利用者にとっては物すごく参考になる面もあ

るし、時々指導をしてもらえるという面もあると思いますけれども、その辺は今後管理者

に全部任せたという中にあって、幾らかでもその管理する人の中にノウハウがあるような

人を現場に配置するというふうなことにできないかという要望を受けているのだけれど

も、この辺についての今後の運営についてはどのように考えていますか。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課課長補佐。 

小比類巻市民スポーツ課課長補佐：ただいまの御質問でありますが、指定管理ということ
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で、指定管理者の側で配置する人というのを選ぶかとは思うのですが、もしそのようなお

声があるのであれば、市のほうからも指定管理者に対してそのような、スポーツに知識の

ある方等の配置というのは要望していきたいと思います。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：この条例案には賛成するものでありますが、今までのゲートボール場の使用に関

しての様々な意見が聞こえてきましたので、今の質問になったわけであります。今後、こ

の条例改正の下に運営がスムーズに円滑にいって、利用者から良かった、いい施設だとい

われるような運営をしていってほしいというふうに思います。 

 以上です。 

小比類巻委員長：このほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６６号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６６号三沢市屋内ゲートボール場条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６７号三沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営並びに特

定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６７号三沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営並

びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、国の基準の改正に伴い、子育てのための施設等利用給付の支給に関する施

設等の事務負担軽減を図るとともに所要の改正を行うため、提案するものであります。 

 議案書の５８ページを御覧いただきたいと思います。 

 第５７条の改正は、特定子ども・子育て支援施設等である認定こども園、幼稚園、もし

くは特別支援学校、またはそれらの施設の預かり保育の利用に関し、事務負担を軽減する

ため、特定子ども・子育て支援施設等から市町村及び保護者に対する特定子ども・子育て

支援提供証明書の交付を不要とするものであります。 

 第６２条の改正は、書面等の同意に準用するための読替え内容の追加等所要の改正をす

るものであります。 

 附則につきましては、施行日を公布の日とするものであります。 
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 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６７号三沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営並びに

特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６８号三沢市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６８号三沢市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例

の制定について、御説明申し上げます。 

 この議案は、対象者の住所地に係る取扱いを明示する字句を加えるとともに、所要の改

正を行うため提案するものであります。 

 議案書の６０ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条の改正は、字句を改めるものであります。 

 第２条の改正は、受給資格の申請登録時に三沢市に住所があった者が、入院等をしたこ

とにより三沢市から病院等の所在するほかの自治体に住所を変更したとしても、三沢市の

助成制度の対象者であることを規定するため、原則という文言を付け加えるとともに、所

要の改正を行うものであります。 

 附則につきましては、施行日を公布の日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６８号三沢市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制

定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６９号から議案第７６号までの８議案は関連がありますので、一括して審

議したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：それでは、御異議がないようですので、議案第６９号から議案第７６号

までの８議案を一括議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第６９号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の締結

について（野辺地町）から、議案第７６号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更す

る協定の締結について（小坂町）までの８議案につきましては、一括して御説明申し上げ

ます。 

 これらの議案は、定住自立圏の形成に関する協定について、新たに連携実施する男女協

働参画社会の形成推進及びデジタル化推進体制の充実を図るための情報システムに関する

調査・研究に関する取組を加えるため、協働中心市である三沢市及び十和田市と野辺地

町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町及び小坂町との間におい

て、それぞれ協定の一部を変更する協定を締結することについて、三沢市議会の議決すべ

き事件を定める条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 それでは、議案書の６２ページを御覧いただきたいと思います。 

 野辺地町との協定の一部を変更する協定書について御説明いたします。 

 別表第２の変更は、結びつきやネットワークの強化に係る政策分野に男女協働参画を加

えるものであります。 

 別表第３の変更は、圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野にデジタル化を加える

ものであります。 

 以上が、野辺地町との協定の一部を変更する協定の説明でありますが、七戸町、六戸

町､横浜町、東北町、六ヶ所村及びおいらせ町についても同様の内容となっております。 

 また、小坂町との協定の一部を変更する協定につきましては、別表第２に男女協働参画

を加えるものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

 佐々木委員。 

佐々木委員：御説明ありがとうございました。 

 定住自立圏の圏域が一体となって一つのこと、二つのこと、協定で結んだことに取り組

むこと、それによって大きな効果が上がるということは、当初から初期の目的として望ん

でいる、考えているということであるのですけれども、今回新たに男女協働参画とデジタ

ル化の推進ということで加えるということでありました。 

そこで、もし今の段階で決まっていればのお話ですけれども、それぞれ男女協働参画の
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形成を推進する取組、今考えているこういうことに取り組んでいきたいというふうな内容

がありましたら、お知らせ願います。 

小比類巻委員長：政策調整課課長補佐。 

前川原政策調整課副参事兼課長補佐：ただいまの協定締結後の具体的な取組というところ

の御質問についてお答えいたします。 

 まずは協定締結後におきましては、男女協働参画、それとデジタルも同様なのですが、

どちらも圏域市町村職員の研修会、勉強会というところの開催を予定しております。そう

いった中で、今後、具体的にどこまで連携してやっていけるのかというのも併せて検討し

てまいりたいと考えております。 

 以上となります。 

小比類巻委員長：そのほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：それでは、質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６９号から議案第７６号までの８議案は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６９号から議案第７６号までの８議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、議案第７７号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市いきいきデイセン

ター）を議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第７７号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市いきいきデイ

センター）について御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市いきいきデイセンターの指定管理者を指定するため提案するもので

あります。 

 議案書の９２ページを御覧いただきたいと思います。 

 また、お配りしております議案第７７号から第７９号資料の１ページから４ページまで

を併せて御覧いただきたいと思います。 

 指定管理者となる団体は、三沢市幸町３丁目１１番５号、社会福祉法人三沢市社会福祉

協議会であります。指定の期間は、令和５年４月１日から令和１０年３月３１日までの５

年間であります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７７号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市いきいきデイセン

ター）は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７８号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市駅前広場）を議題と

いたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第７８号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市駅前広場）に

ついて御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市駅前広場の指定管理者を指定するため、提案するものであります。 

 議案書の９４ページ及び議案資料の５ページから７ページまでを御覧いただきたいと思

います。 

 指定管理者となる団体は、三沢市栄町１丁目３１番地３７３４号。有限会社加澤商店で

あります。 

 同施設は、初めて指定管理制度を導入する施設が含まれるため、指定の期間は令和５年

４月１日から令和９年３月３１日までの４年間としてあります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

 遠藤副委員長。 

遠藤副委員長：この三沢駅の公共施設の指定管理についてなのですけれども、まずはみー

くるを造るに当たっては、いろいろ特別委員会等でもいろいろな話合いがあって形ができ

たのかと思いますけれども、今、みーくるの目指す思いというか、指定管理をお願いした

目指す思いというのをもう一度お願いしたいと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：駅前交流プラザみーくるを整備した際における思いということでござ

いますけれども、三沢駅の利用者の利便に供し、かつ交通、観光及び人的交流の拠点とし

て三沢駅周辺の健全な発達を図り、もって三沢市民の福祉を増進することを目的として整

備しております。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：遠藤副委員長。 

遠藤副委員長：健全な発達ということで、これまで駅周辺を一体的に、にぎわいも創出す
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るということの目的もあったのではないかなと思うのですけれども、その辺のところにつ

いては今の段階でいいと思っているのか、今後どうしたいと思っているのか改めて聞きた

いと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：三沢駅周辺のにぎわいの創出についてでございますけれども、これま

で３か年、指定管理をするに当たっての委託契約という形での管理をしていただいており

ましたけれども、そのほとんどの期間においてコロナ禍という状況にございまして、なか

なか人を集めるというふうなイベント等の開催がすごく少なかった状況にあるものと思っ

ております。 

 今回の指定管理の選定に当たって、自主事業の提案もされてございまして、その自主事

業の中には、例えば、花いっぱい運動、イルミネーションを飾る、アートバルーンの整備

をする、あとは地域住民が集う機会の提供として、駅前広場の屋台村の開催等の提案がさ

れてございます。 

 今後、指定管理者において、このような活動を通じて地域のにぎわいづくりが進められ

るものと思っておりますので、三沢市のほうからもできる限りそういうふうな活動の展開

についてお願いしてまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：遠藤副委員長。 

遠藤副委員長：今後いろいろなものをやっていく、何でも今のところはやっぱり３年間の

間はコロナ禍でということでの理由があるかと思いますけれども、今後ここがにぎわいを

創出というか発達できないような状況になった場合に、責任というのは指定管理した側な

のか指定管理を受けた側なのか、その辺の回答をできたらお願いします。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：みーくるの整備に当たって、そもそも計画されている用途なのですけ

れども様々な用途等がございまして、その中でテナントスペースについては駅そばが入っ

てございますけれども、それ以外には観光案内所であったり観光物産のＰＲコーナーで

あったり待合室であったり、様々な用途がございますけれども、そこの場所でもイベント

等も開催できることになっておりまして、そのイベント等というのは、そこで指定管理者

が実施するのではなくて、地域の住民たちが使わせていただきたいというふうなことでの

活動の展開もございますので、そういうふうな活動も含めて実施してもらえればというふ

うには思ってはいるのですが、その責任所在というふうになってきますと、どちらも努力

して、市としても指定管理者としても努力していくのが一番いいことであろうと思ってお

りますので、そのように指定管理者とともに努めてまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：遠藤副委員長。 

遠藤副委員長：やはり、このままでは駄目だなという思いがあっての質問でした。やはり

商工会とのお話合いになっても、商工会のほうの側としても何とかにぎわい創出してほし

いということでの希望もありましたので、今後ここの施設がすごく重要になってくるなと

いう思いでの質問でしたので、期待して見守りたいと思います。ありがとうございまし
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た。 

小比類巻委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７８号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市駅前広場）は、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７９号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市寺山修司記念館）を

議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第７９号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市寺山修司記念

館）について御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市寺山修司記念館の指定管理者を指定するため、提案するものであり

ます。 

 議案書の９６ページ及び議案資料の８ページから９ページまでを御覧いただきたいと思

います。 

 指定管理者となる団体は、東京都渋谷区松濤１丁目２９番３号。株式会社テラヤマ・

ワールドであります。 

 指定の期間は、令和５年４月１日から令和１０年３月３１日までの５年間であります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７９号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市寺山修司記念館）

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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 次に、議案第８０号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市コミュニティ集会施

設）を議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第８０号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市コミュニティ

集会施設）について御説明申し上げます。 

 議案書の９８ページを御覧いただきたいと思います。 

 浜三沢地区コミュニティ集会施設及び織笠地区コミュニティ集会施設の指定管理者とな

る団体は、それぞれ浜三沢町内会及び織笠町内会であります。 

 指定の期間は、令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの１年間であります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

 馬場委員。 

馬場委員：これはいいのだけれども、全体的に指定管理のやつが出たから。どうなの、入

札と違って１社だけ来ただとか、何社来たとか、指定管理というのは入札みたいなもので

しょう。誰か決めるのでしょう、この指定するのだから。この辺が何社来たとか、一つで

終わったのだか、ちょっとこれ全部教えてくれないかな。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 

伊藤ＤＸ推進課長：お答えいたします。 

 まず、いきいきデイセンターについては応募は１件でございます。駅前広場については

応募は２件、２団体になってございます。寺山修司記念館とコミュニティ集会施設につき

ましては、こちらは担当課のほうから逆指名といいますか、これは応募ではなくて非公募

で、その事業者を市のほうから指定した形となってございます。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：馬場委員。 

馬場委員：そういうふうに、これは例えば２件、１件だったらもうそのまま何かやって決

めるでしょう。２件出た場合は誰がどういう形でこれ選定というか、指定するのですか。

大体聞けば誰か委員を何人か集めてプレゼンやったとかいろいろ聞くけれども、私詳しい

こと知らないから、誰が決めるの、こうなった場合は。どうなっているのですか。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 

伊藤ＤＸ推進課長：選定に当たりましては、指定管理候補者選定等委員会というところで

決めることになりますが、実際の審査につきましては、部長が２名とそれから外部の審査

員を３名お願いして、５名で提案内容とかを審査していただいて決めると。 

馬場委員：誰がお願いするの。役所にお願いするの。 

伊藤ＤＸ推進課長：役所のほうから外部の方３人にお願いする形になっております。 

小比類巻委員長：馬場委員。 

馬場委員：分かりました。 

それで何かやって決めるということでしょう、５名で。それで、入札の場合とはこの指

定管理のあれは全然違うの。制度とかいろいろなものが。前は入札あったら議員が入れば
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好ましくないとか、いろいろ何かなかったかな。これは議員がやっても議長が入ってやっ

ても誰がやってもいいのですか、これ。入札だとか指定管理とか。そういうのあるの、規

定は。それちょっと教えて。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 

伊藤ＤＸ推進課長：お答えいたします。 

 まず、議員の方が応募をするということ、議員の方が経営する団体が応募するというこ

とについては、法律上の制限はないということになっております。ただ、指定管理の募集

に当たっては、市のほうで運営方針を定めておりまして、いわゆる法律上の制限は実際は

ないものの、地方自治法に定める兼業禁止の趣旨にのっとりまして、市長、副市長及び議

員本人、あとは選管とか教育委員会とか、関係機関の委員の方は応募できないということ

で定めてございます。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：馬場委員。 

馬場委員：委員が……どうだって。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 

伊藤ＤＸ推進課長：聞こえにくかったようでございますね。もう一度。 

応募の制限をかけているのは、市長、副市長、それから議員、あとは市の関係機関、選

挙管理委員会とか教育委員会とか、そういった関係機関の委員の方が経営するとか、経営

に関わっている団体は応募できないというようなことにしております。 

小比類巻委員長：馬場委員。 

馬場委員：それ入札のやつと同じあれですか。違うの。ふだん管財だか入札の資格あるで

しょう。あれと同じですか。あれには何か前だったら参加していれば、決める側と何かや

れば議会から出ていったり委員会から出ていったりして格好悪いことしているのだけれど

も、だから……。これは同じですか、この指定管理は。これはもうそれ指名するから誰で

もいいということと違うのでしょう。今みたいな縛りがあるということですか。ちょっと

教えて、確認します。いいのだけれども、誰でも。やる人が安くしてくれればいいのだけ

れども。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 

伊藤ＤＸ推進課長：お答えいたします。 

 先ほどお答えしたとおり、これは法律上は議員の方が経営する会社に指定するとかとい

うことは法律上は制限がございません。あくまでもガイドライン的に設けているというよ

うなことでございます。 

馬場委員：そういうことなの。間違いなく議員が社長、何しても制限がないというのか。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 

伊藤ＤＸ推進課長：法律上はございません。 

小比類巻委員長：馬場委員。 

馬場委員：分かった。 

 俺が勘違いしているか分からないけれども、そうなればもう全然あれがないのだけれど

も、公正にうまくやられて終わったということでしょう、今のこの指定管理者の場合は。



- 20 - 

何かそれになれば議員がやっているの、いっぱいやっていればあまり好ましくないとか、

そうやって好きに見られれば……。あなた方だって選ぶときは議員とかそういうのと一緒

になって選んだら好きにしゃべられるから、心配している。選ぶ側があなた方部長だの選

ぶ側もあるのだから、それ心配していたけれども、正規に何もなくて縛りがなくてやるの

だったらもういいのだけれども。一応確認で聞きました。後で調べてみますけれども。お

かしいなと思っていますけれども、以上です。 

小比類巻委員長：そのほかありますか。 

 堤委員。 

堤委員：関連の関連になりまして申し訳ありません。 

今の議員の奥さんがでしょう、この契約者が。市との協議とか何とかっていうのは、こ

の奥さんが来て打合せとか、そういうふうなものを通常やられているということになりま

すか。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：今回のこの指定管理者の公募に当たりまして、事前説明ができる形に

しておりまして、そちらのほうには担当の部長が来られておりました。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：さっき法律上というのは、地方自治法ですか。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 

伊藤ＤＸ推進課長：地方自治法の兼業禁止規定には、指定管理の場合は該当しないという

ことになります。請負契約であればその禁止の対象になるのですけれども、指定管理に関

しては、あくまでもその団体を指定するという行政処分になりますので、この兼業禁止規

定には該当しないということになります。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：今また自治法が改正になって、兼業の議員の成り手がなくなっているということ

で、緩くなった部分があっても、市との、自治体との契約が３００万円以上になれば、そ

れはまずいというふうなことになっているはずなのです。それと、地方自治法の兼業規定

には触れないといいながらも、議員の倫理規定からいうとあまり紛らわしいことはするな

ということになっているのです。ですので、紛れもなく社長は議員だと思うのです。が、

これはみんなが知っている話だと思いますけれども、自治体に出す書類を自分の奥さんに

して、それをすり抜けるというか方便というか、それでこの請負契約になれば指定管理と

いうのを取っていると思うのですよね。その倫理規定についても市のほうでは検討された

のですか。実は議員、議員というけれども、今、副議長なのです。そうすると、通常言わ

れる利益誘導だとか、そういうふうな忖度とか様々な目で市民から見られるわけですよ

ね。それと市が一緒になって同じような見解でいるということになると、私の見解は良く

ない。もう少しクリーンにしたほうがいいのではないかというのが私の持論なのですけれ

ども、あくまでも倫理規定も含めて、市のほうでは今の指定管理の契約については、違反

しているものではないという結論ですか。 

小比類巻委員長：ＤＸ推進課長。 
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伊藤ＤＸ推進課長：議員本人が実質的な経営者ではないのかというお話でありましたけれ

ども、提出された書面上ではそのことを確認できませんので、これはちょっとルールどお

りの運用をせざるを得ないのかなと感じているところであります。 

 ある意味先ほど申し上げた、議員本人は応募はできないとするような部分について、ほ

かの自治体でこれをもう少し拡大しているところも、例えば、議員本人の３親等までの方

が経営する団体は応募できないとするようなルールにしている自治体もございますけれど

も、三沢市の場合そこまで拡大すると、現状の指定管理の団体、かなり引っかかるところ

が出てきまして、次回の応募の際に応募できなくなるというようなことも考えられますの

で、その辺については少し慎重に考えたいと考えております。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：そんなことはないと思うのです。三沢でも業者はいっぱいいます。あそこの施設

というか、場所を管理運営するには、ほかにやれる業者もいます。そこまで心配しなくて

もいいと思います。私、市はやはり市民に対してクリーンな、疑われるような、または紛

らわしいことは、議員もそうですけれども、市も止めるべきだと思います。精一杯、伊藤

課長、答えていますけれども、今の話聞いてどうですか、部長。部長の見解というか市の

見解は、やはりあまり係を苦しませているのもあれですので、あなたは今日の最高責任者

だから、市としての見解を述べてください。 

小比類巻委員長：総務部長。 

蹴揚総務部長：先ほど課長も申し上げましたけれども、指定管理者の指定につきまして

は、法律上は議員本人でも構わないというところでございます。 

 あと市の方針としまして、議員本人の方とかの応募につきましては受け付けないという

ふうな形にしております。基本的には契約等と合わせるような形にしておりまして、契約

のほうにつきましても親族の関係する会社等の申込みにつきましては、特に問題がないと

いうことになっておりまして、議員本人がどこの会社の議決権を持つとかという役員であ

ればまずいのですけれども、そうでない場合は特に問題はないということになっておりま

すので、契約のほうの取扱いと併せまして今後検討したいと思っております。 

以上でございます。 

小比類巻委員長：堤委員。 

堤委員：親族とか何とかというのまでいわなくても、夫婦として同居している実態は、幾

ら書面で役所のほうでそれを見たとしても、実態は分かっているでしょうという感じで

す。そういう面はどうするかについて、もう少し検討してください。 

蹴揚総務部長：はい。 

小比類巻委員長：そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 
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 採決します。 

 議案第８０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第８０号公の施設の指定管理者の指定について（三沢市コミュニティ集会

施設）は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、条例等審査特別委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

午前１１時３５分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   小比類巻 孝幸   

 


